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は
じ
め
に

本
学
創
立
者
で
あ
る
木
宮
泰
彦
氏
の
『
日
本
古
印
刷
文
化
史
』（
以

下
、本
書
と
い
う
）
は
、木
宮
（1985
）・『
国
史
大
辞
典
』
な
ど
で
、『
日

華
文
化
交
流
史
』
と
共
に
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
氏
の

著
作
の
中
で
も
多
方
面
か
ら
参
照
さ
れ
て
き
た
著
書
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
（2015

）
に
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
『
日
本
古
印
刷

文
化
史
』（
新
装
版
）
が
刊
行
さ
れ
、
今
後
本
書
の
再
評
価
も
行
わ

れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
本
書
の
特
長
な
ど
を

若
干
見
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
右
の
新
装
版
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
の

構
成
な
ど
は
こ
れ
に
よ
る
（
本
文
中
の
表
記
な
ど
は
す
べ
て
通
行
の

も
の
に
し
た
）。

〔
書
評
〕

木
宮
泰
彦
著
『
日
本
古
印
刷
文
化
史
』（
新
装
版
）

　
　

中　

野　

直　

樹

　
一
、
各
篇
章

　

ま
ず
本
書
の
篇
章
を
示
し
て
お
く
。

序
文
１

再
版
序
２

自
序
３

凡
例

目
次

第
一
篇　

奈
良
時
代
（
印
刷
創
始
期
）

　

第
一
章　

奈
良
時
代
の
開
版

　

第
二
章　

我
が
印
刷
術
は
独
創
か

第
二
篇　

平
安
時
代
（
印
刷
興
隆
期
）

　

第
一
章　

平
安
時
代
の
開
版

　

第
二
章　

支
那
版
本
の
輸
入
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第
三
篇　

鎌
倉
時
代
（
和
様
版
隆
盛
期
）

　

第
一
章　

奈
良
版

　

第
二
章　

高
野
版

　

第
三
章　

京
洛
版

　

第
四
章　

入
宋
僧
と
典
籍
の
将
来

　

第
五
章　

京
都
に
於
け
る
唐
様
版

　

第
六
章　

鎌
倉
に
於
け
る
唐
様
版

第
四
篇　

南
北
朝
時
代
（
唐
様
版
隆
盛
期
）

　

第
一
章　

入
元
僧
と
典
籍
の
将
来

　

第
二
章　

京
都
禅
院
の
開
版

　

第
三
章　

地
方
禅
院
の
開
版

　

第
四
章　

元
の
彫
工
と
開
版

　

第
五
章　

武
人
の
開
版

　

第
六
章　

和
様
版
の
衰
勢

第
五
篇　

室
町
時
代
（
印
刷
衰
微
期
）

　

第
一
章　

入
明
僧
と
典
籍
の
将
来

　

第
二
章　

唐
様
版
の
衰
頽

　

第
三
章　

和
様
版
の
衰
微

第
六
篇　

江
戸
時
代
（
活
字
版
興
隆
期
）

　

第
一
章　

活
字
版
の
伝
来

　

第
二
章　

勅
版
と
官
版

　

第
三
章　

私
版

附
録
古
刻
書
題
跋
集

日
本
古
刻
索
引

解
説
４

右
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の

日
本
に
お
け
る
印
刷
の
歴
史
が
時
代
順
に
示
さ
れ
て
お
り
、
印
刷
史

が
通
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
版
・
私
版
に
も

記
述
が
及
ん
で
お
り
、
印
刷
史
が
幅
広
く
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

　
二
、『
日
本
古
印
刷
文
化
史
』
の
版
に
つ
い
て

本
書
は
昭
和
七
年
（1932

）
に
、
冨
山
房
よ
り
出
版
さ
れ
た
５
。

昭
和
四
十
年
（1965

）
に
再
版
が
６
、
昭
和
五
十
年
（1975

）
に
三

版
が
出
て
お
り
７
、
平
成
二
十
七
年
（2015

）
に
、
新
装
版
が
吉
川

弘
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
新
装
版
は
三
版
を
用
い
て
い
る
）８
。

　

三
、
本
書
に
関
連
し
て

本
書
は
、
著
者
が
旧
制
静
岡
高
校
に
赴
任
直
後
に
東
京
へ
内
地
留

学
を
し
た
際
に
集
め
た
資
料
に
よ
り
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者

は
こ
の
機
を
利
用
し
て
東
西
の
文
庫
を
訪
ね
て
い
る
（
木
宮
・
小
田

（1987

））。
本
書
は
書
誌
的
事
項
や
刊
行
に
関
わ
る
事
績
に
つ
い
て
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様
々
な
典
籍
を
縦
横
に
利
用
し
実
証
し
て
お
り
、
本
書
凡
例
に
も
あ

る
通
り
様
々
な
本
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
機
会
を
活
か
し

た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

注
３
に
書
い
た
通
り
、
本
書
の
標
題
は
三
上
参
次
、
序
文
は
徳
富

蘇
峰
に
よ
る
。
三
上
氏
は
、
著
者
の
東
京
帝
国
大
学
国
史
科
時
代
の

指
導
教
官
で
あ
る
。
徳
富
氏
と
著
者
と
は
、
昭
和
六
年
に
著
者
が
本

書
の
執
筆
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
有
坂
忠
平
に
紹
介
さ
れ
関
係
が
始

ま
っ
た
（
旧
制
静
岡
高
校
時
代
の
教
え
子
に
有
坂
弘
と
い
う
学
生
が

お
り
、
そ
の
父
忠
平
は
徳
富
蘇
峰
と
親
交
が
あ
っ
た
。
著
者
は
忠
平

氏
の
紹
介
で
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
の
貴
重
書
の
閲
覧
を
し
た
り
、
徳
富

氏
来
静
の
際
に
講
演
依
頼
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
浅
か
ら
ぬ
縁
が

あ
っ
た
（
木
宮
（1937

）、
木
宮
・
小
田
（
同
））。

さ
て
、
本
書
の
序
文
で
蘇
峰
は
本
書
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
を
評
価

す
る
一
方
で
、
書
誌
等
の
誤
り
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
す
ぐ
あ
と
に
述
べ
る
よ
う
に
、
長
澤
氏
に
よ
っ
て
も
注
意

が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
の
初
版
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
八
十
八
年
が
経
っ
て
お

り
、
再
版
さ
れ
た
と
き
に
本
文
に
手
を
加
え
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
書
誌
の
誤
り
以
外
に
そ
も
そ
も
記
述
が
部
分
的
に
古
く
な
っ
て

い
る
９
。
学
界
か
ら
の
本
書
に
つ
い
て
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
木
宮

（1985

）
に
詳
し
く
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、長
澤
規
矩
也
の
『
和

漢
書
の
印
刷
と
そ
の
歴
史
』
に
あ
る
重
要
参
考
文
献
の
一
覧
に
も
本
書

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
印
刷
を
文
化
史
と
し
て
と
ら
え
た

見
方
を
評
価
す
る
一
方
で
、
書
誌
学
的
記
述
の
誤
り
が
指
摘
さ
れ
る

10
。

ま
た
、
当
時
に
あ
っ
て
は
今
よ
り
引
用
に
関
し
て
お
お
ら
か
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
先
行
研
究
の
引
用
の
仕
方
に
今
の
目
か
ら

見
て
危
う
さ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
書
三
〇
一
頁
か
ら
三
〇
四
頁
に

か
け
て
、
島
田
翰
氏
の
『
古
文
舊
書
考
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、こ
の
箇
所
を
『
古
文
舊
書
考
』
と
実
際
に
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

著
者
の
記
述
な
の
か
島
田
氏
の
記
述
な
の
か
、
か
な
り
判
断
し
に
く

い
書
き
方
が
本
書
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
（
一
応
典
拠
は
書
か
れ

て
い
る
が
、
先
行
説
と
自
説
と
の
境
界
が
分
か
ら
な
い
）。
本
書
の

記
述
を
著
者
の
説
で
あ
る
と
思
っ
て
引
用
す
る
と
、
思
わ
ぬ
形
で
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
侵
害
す
る
虞
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
た
い

11
。

も
う
一
点
付
け
加
え
て
お
く
。
本
書
は
、木
宮（1985

）に
よ
れ
ば
、

木
宮
泰
彦
氏
の
著
書『
日
支
交
通
史
』の
副
産
物
で
あ
る
と
い
う（
本

書
の
注
に
も
し
ば
し
ば
『
日
支
交
通
史
』
の
某
頁
を
参
照
せ
よ
と
あ

る
）。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
中
国
と
の
関
わ
り
を
重
点
的
に
書
い

た
も
の
で
あ
る
の
で
、
所
謂
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
関
す
る
記
述
が
非
常

に
乏
し
い
と
い
う
の
は
、仕
方
が
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

折
角
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
印
刷
の
歴
史
を
海
外
と
の
関

わ
り
を
含
め
て
押
さ
え
て
い
る
本
書
で
あ
る
だ
け
に
、
キ
リ
シ
タ
ン

版
の
こ
と
な
ど
も
も
う
少
し
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
と
思
う
の

で
あ
る
。
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本
書
の
紹
介
に
は
西
本
（1932

）
と
吉
田
（1932

）
が
あ
る
。
今

回
の
新
装
版
の
末
に
付
さ
れ
た
解
説
（
上
田
（2015

））
は
、
日
中

そ
の
他
の
交
流
を
ふ
ま
え
た
印
刷
史
が
本
書
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て

い
る
点
を
強
調
す
る
。

ま
た
、
木
宮
氏
の
著
作
の
中
に
は
「
禅
と
印
刷
」
と
い
う
論
文
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
本
書
の
中
で
中
世
の
印
刷
に
関
係
す
る
箇
所
を
摘

記
し
た
も
の
で
あ
る
（
木
宮
（1985

））12
。

以
上
、
本
書
の
内
容
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
こ
と
な
ど
を
ご
く
簡
単

に
整
理
し
て
き
た
。
本
書
は
先
学
が
指
摘
す
る
通
り
、
内
容
に
若
干

の
修
正
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
印
刷
史
と
し
て
時
代
順
に
記

述
が
並
ん
で
お
り
読
み
や
す
く
、
本
邦
に
お
け
る
印
刷
の
歴
史
の
流

れ
が
よ
く
分
か
る
。
ま
た
、
単
に
印
刷
関
連
の
記
述
や
書
誌
情
報
を

列
挙
す
る
の
で
は
な
く
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
印
刷
が
行
わ
れ
た
の
か
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
版
式
と
な
っ
た
の
か
な
ど
、
歴
史
的
背
景
が
踏
ま

え
ら
れ
た
記
述
が
随
所
に
見
え
る
。
こ
れ
に
は
著
者
の
専
門
分
野
の

知
識
が
動
員
さ
れ
て
お
り
、
大
変
面
白
く
読
め
る
。

本
書
二
八
〇
頁
に
は
、
南
北
朝
期
に
印
刷
さ
れ
た
『
大
般
若
経
』

の
刊
記
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。『
日
本
古
刻
書
史
』
が
刊
記
を

摘
記
・
入
れ
替
え
し
、
足
利
義
詮
と
如
春
が
印
刷
さ
せ
た
か
の
よ
う

な
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し（
実
際
は
刊
記
に
続
き
が
あ
り
、

足
利
基
氏
が
印
刷
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）、
刊
記
全
文
を
載

せ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
著
者
が
可
能
な
限
り
原
本
に
当
た
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
仕
事
で
あ
る
。
刊
記
や
奥
書
を
載
せ
る
研
究
書
は

他
に
い
く
つ
も
あ
る
が
、
摘
記
の
可
能
性
が
拭
え
ず
、
引
用
に
は
不

安
を
覚
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
原
文
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に

あ
ろ
う
と
す
る
著
者
の
姿
勢
を
支
持
し
た
い
。

以
上
、
本
書
に
記
述
さ
れ
た
内
容
を
す
べ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
本
書
に
関
わ
る
点
を
い
く
つ
か
述
べ
た
。
本
書

は
初
版
か
ら
印
刷
史
に
つ
い
て
の
信
頼
で
き
る
本
と
し
て
支
持
を
得

て
き
た
。
新
装
版
が
今
後
ま
す
ま
す
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を

希
望
す
る
。
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（1932

）「〈
紹
介
〉
日
本
古
印
刷
文
化
史
」『
史
林
』（
17
‐
２
）

史
学
研
究
会

杜
澤
遜
・
王
暁
娟
点
校
（2014

）
島
田
翰
著
『
古
文
舊
書
考
』
上
海

古
籍
出
版
社
（
日
蔵
中
国
古
籍
書
志
）

【
付
記
】

　
　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
常
葉
大
学
共
同
研
究
助
成
（「
研
究

者
と
し
て
の
木
宮
泰
彦
の
意
義
を
検
証
す
る
試
み
」
代
表
者
：
若

松
大
祐
）
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、常
葉
大
学
濱
川
榮
氏
、

若
松
大
祐
氏
よ
り
助
言
を
得
ま
し
た
。
木
宮
泰
彦
関
連
資
料
閲
覧

に
際
し
て
は
木
宮
史
彦
氏
か
ら
ご
厚
意
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
追
記
】

　
　

二
〇
二
〇
年
十
月
に
印
刷
博
物
館
か
ら
『
日
本
印
刷
文
化
史
』

が
出
版
さ
れ
た
。
本
書
と
は
ま
た
別
の
角
度
か
ら
の
考
察
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
本
で
あ
る
。
印
刷
を
よ
り
深
く
知
る

た
め
の
本
と
し
て
本
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
注１　

徳
富
蘇
峰
に
よ
る
序
文
（「
日
本
古
印
刷
文
化
史
に
題
す
」）。

著
者
と
徳
富
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

２　

再
版
に
つ
い
て
の
著
者
に
よ
る
序
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本

書
を
執
筆
し
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
冨
山
房
よ
り

再
版
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
初
版
を
直
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
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た
旨
、
記
述
さ
れ
て
い
る
。

3　

再
版
序
の
次
に
初
版
の
自
序
が
存
す
る
。
印
刷
の
歴
史
を
考
究

す
る
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
文
化
史
と
い
う
大
き
な
枠
組

み
の
一
部
門
と
し
て
印
刷
史
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
す
る
。

印
刷
史
の
研
究
は
、
従
来
個
別
的
な
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
著
者
は
国
内
外
の
典
籍
を
見
、
不
十
分
な
が
ら
そ
の
歴
史

を
体
系
化
し
た
と
述
べ
る
。
初
版
序
の
最
後
に
は
、
著
者
の
母
校

で
あ
る
東
京
帝
国
大
学
の
指
導
教
官
三
上
参
次
と
、
当
時
の
著
者

の
勤
務
先
で
あ
っ
た
旧
制
静
岡
高
校
校
長
堀
重
里
か
ら
指
導
・
激

励
が
あ
り
、
ま
た
、
三
上
か
ら
は
題
簽
を
、
徳
富
か
ら
は
序
文
を

も
ら
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

4　

上
田
純
一
氏
に
よ
る
。
新
装
版
に
付
さ
れ
た
も
の
。

5　

著
者
は
本
書
以
外
に
も
、『
お
も
し
ろ
い
日
本
歴
史
の
話
』・『
日

華
文
化
交
流
史
』・『
参
考
日
本
通
史
』・『
参
考
新
日
本
史
』・『
日

本
喫
茶
史
』・『
日
支
文
化
交
渉
一
覧
図
と
年
表
』
を
同
社
か
ら
出

版
し
て
い
る
（
木
宮
（1985

））。
ま
た
、
本
書
は
文
部
省
の
精

神
科
学
奨
励
金
の
助
成
を
受
け
て
い
る
（
木
宮
（1932

）・
海
野

（1970

））。
本
書
自
序
に
は
、
精
神
科
学
研
究
費
と
あ
る
が
誤
り

（
若
松
大
祐
氏
よ
り
御
教
示
）。
本
書
が
こ
の
助
成
金
を
受
け
て
い

る
こ
と
は
、見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
の
で
指
摘
し
て
お
く
。
駒
込
・

川
村
・
奈
須
編
（2011

）
や
、
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
「
二　

帝
国
学

士
院
と
学
術
研
究
会
議
」
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
著
者
の
戦
時

下
に
お
け
る
思
想
に
つ
い
て
は
、
海
野
（1970

）、
木
宮
・
小
田

（1987

）、
濱
川
（2019

・2020

）
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

6　

再
版
に
際
し
て
本
文
に
変
更
は
加
え
な
か
っ
た
旨
、
著
者
に
よ

る
序
文
に
あ
る
（
前
述
）。

7　

再
版
・
三
版
い
ず
れ
も
冨
山
房
よ
り
刊
行
。

8　

新
装
版
は
三
版
の
覆
刻
で
あ
る
が
、
三
版
の
奥
付
は
付
さ
れ
て

い
な
い
。

9　

例
え
ば
、
宋
版
一
切
経
の
所
蔵
先
な
ど
、
現
在
は
本
書
の
記
述

よ
り
多
く
の
場
所
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

10　

本
書
に
列
挙
さ
れ
る
書
名
な
ど
に
疑
問
点
は
確
か
に
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
本
書
九
十
五
頁
『
秘
密
寶
鑰
』
は
、『
秘
蔵
寶
鑰
』
の

誤
植
と
も
と
れ
る
が
、
著
者
の
見
た
本
の
外
題
或
い
は
内
題
が
こ

う
だ
っ
た
、
若
し
く
は
、
引
用
元
の
書
籍
が
こ
の
よ
う
に
書
い
て

い
た
可
能
性
も
あ
り
軽
々
に
判
断
で
き
な
い
。

11　

島
田
氏
の
書
誌
記
述
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、本
書
三
〇
三
頁
に
も「
島
田
氏
は
ま
ゝ

虚
構
の
説
を
な
し
て
居
る
か
ら
遽
に
信
用
し
難
い
。」
と
い
う
記

述
が
あ
り
、
当
時
の
島
田
氏
へ
の
認
識
の
一
端
を
窺
わ
し
め
る
。

島
田
氏
に
つ
い
て
は
、
杜
・
王
（2014

）
に
事
績
が
解
説
さ
れ
て

い
る
。

12　

筆
者
が
本
書
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
木
宮
（1985

）
の
指
摘
通

り
、
論
文
に
お
い
て
新
規
の
記
述
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
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る
。
但
し
、
若
干
の
誤
植
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
本

書
二
百
六
十
二
頁
に
「
元
宋
」
と
あ
る
が
、
こ
の
論
文
で
は
「
元

末
」
に
直
さ
れ
て
い
る
。

　
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
、
七
一
七
頁
、
一
万
二
〇

〇
〇
円
＋
税
）

（
な
か
の
・
な
お
き　

本
学
助
教
）




